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基本組合・青年部から21人参加

ボウリングで仲間の輪を広げる

　

建
設
山
口
青
年
部
は
、

1
月
19
日
、
次
世
代
対
策

交
流
会
を
建
設
山
口
本
部

会
館
に
て
基
本
組
合
7
人
、

青
年
部
14
人
、
計
21
人
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

4
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
交
流
会
は
後
継
者

の
育
成
問
題
や
次
世
代
対

策
問
題
に
つ
い
て
、
基
本

組
合
の
役
員
と
青
年
部
が

意
見
を
交
換
す
る
場
と
し

て
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

会
議
は
「
基
本
組
合
が

青
年
部
へ
理
解
を
示
す
こ

と
は
特
別
で
は
な
く
当
た

り
前
の
こ
と
」
と
い
う
現

執
行
委
員
の
発
言
を
基
点

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

支
部
で
の
青
年
部
の
役

割
を
尋
ね
る
場
面
で
は
そ

の
違
い
を
実
感
し
、
支
部

で
は
な
く
1
つ
の
組
織
と

し
て
統
一
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
青
年
部
か

ら
基
本
組
合
へ
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
支
部
で
次
期
青
年
部

の
後
任
が
育
た
な
い
。
誘

う
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し

い
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
は
、
Ｏ
Ｂ
も
含
め
自
身

が
組
合
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
を
紹
介

し
、「
副
部
長
の
役
職
を

確
立
さ
せ
る
」「
第
一
歩

を
信
頼
で
き
る
人
か
ら
誘

う
」「
強
引
で
あ
っ
て
も

青
年
部
長
か
ら
従
業
員
を

参
加
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う

親
方
に
頼
む
」
等
、
過
去

の
成
功
事
例
を
基
に
回
答

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
自
分
達
へ

向
け
た
「
決
め
ら
れ
た
活

動
は
確
実
に
や
り
遂
げ
る
。

良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
き

ち
ん
と
発
言
す
る
。
強
い

意
識
を
持
っ
て
組
合
に
臨

む
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
」
と
発
言
も
あ
り
、
組

織
の
発
展
を
目
指
す
こ
と

を
確
認
し
た
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

翌
1
月
20
日
、
各
支
部

青
年
部
の
親
睦
を
は
か
る

た
め
、
県
内
交
流
集
会
を

山
口
市
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

森
」
に
て
、
13
支
部
28
人

の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
交
流
集
会
は
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
上
康
伸
さ
ん（
山
口
・

37
）
に
よ
る
始
球
式
が
行

わ
れ
た
後
、
7
レ
ー
ン
に

分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
。
ス
ト
ラ
イ
ク
あ
り
、

ガ
タ
ー
あ
り
と
、
仲
間
と

親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
プ
レ
イ
し
ま
し

た
。

　

プ
レ
イ
前
に
選
定
さ
れ

た
順
位
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
15
人
が
、
景
品
の
書
か

れ
た
あ
み
だ
く
じ
へ
参
加

で
き
る
方
式
で
特
賞
獲
得

者
を
決
定
。
く
じ
を
め
く

る
毎
に
参
加
者
は
一
喜
一

憂
し
、
会
場
は
大
盛
況
。

岡
本
純
司
さ
ん
（
長
門
・

39
）
が
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ

イ
バ
ー
を
、
山
村
保
男
さ

ん
（
防
府
・
52
）
が
ダ
イ

ソ
ン
ハ
ン
デ
ィ
ク
リ
ー

ナ
ー
を
、
竹
田
義
男
さ
ん

（
豊
浦
・
41
）
が
阿
東
米

30
キ
ロ
を
そ

れ
ぞ
れ
獲
得

し
ま
し
た
。

　
「
仲
間
の

輪
を
広
げ

る
」
こ
と
を

最
重
点
と
し
、

運
と
実
力
が

試
さ
れ
た
県

内
交
流
集
会

で
今
年
一
年

の
青
年
部
活

動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

■
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

正
確
な
賃
金
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
、

賃
金
の
引
き
上
げ
の
運

動
の
原
点
で
あ
り
、
今

後
の
運
動
の
方
向
を
探

る
上
か
ら
も
、
た
い
へ

ん
重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
全

組
合
員
を
対
象
に
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
票
は
3

月
の
初
旬
に
各
支
部
に

送
付
し
、
保
険
証
の
交

換
等
を
利
用
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

定
申
告
書
の
作
成
に
つ

い
て
は
所
得
金
額
か
ら

所
得
控
除
等
（
社
会
保

険
料
控
除
・
生
命
保
険

料
控
除
・
扶
養
控
除
等
）

を
差
し
引
い
て
税
額
の

計
算
ま
で
を
学
習
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
減
価
償
却
の

計
算
に
つ
い
て
は
、
実

際
に
自
分
で
電
卓
を
た

た
い
て
、
練
習
問
題
に

挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
節
税
に
つ
い
て
の

質
問
も
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

税
率
8
％
が
適
用
さ
れ

る
工
事
（
経
過
措
置
適

用
工
事
）
に
つ
い
て
の

説
明
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
建
総
連

の
機
関
紙
税
金
対
策
特

集
号
の
例
題
に
沿
っ
て
、

平
成
30
年
分
事
業
所
得

の
計
算
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

決
算
書
作
成
に
あ

た
っ
て
の
注
意
点
と
し

て
、
建
設
業
特
有
の
期

末
仕
掛
工
事
の
処
理
・

材
料
費
の
ま
と
め
方
や

一
般
経
費
の
振
り
分
け

方
な
ど
を
学
習
し
、
確

「
30
年
分
の
申
告
の
主

な
留
意
点
」「
確
定
申

告
書
の
書
き
方
」
な
ど

の
確
定
申
告
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
10
月

に
消
費
税
増
税
が
行
わ

れ
た
場
合
、
3
月
31
日

以
前
の
契
約
で
あ
れ
ば

10
月
1
日
の
増
税
日
以

降
の
引
渡
し
で
も
現
行

確
定
申
告
書
を
作
成
す

る
確
定
申
告
学
習
会
を

県
下
3
会
場
、
1
月
21

日
下
松
（
11
人
）、
25

日
山
口
（
18
人
）、
27

日
下
関
（
91
人
）
の
合

計
1
2
0
人
の
参
加
の

も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
今
年
度
の

主
な
変
更
点
で
あ
る

「
配
偶
者（
特
別
）控
除
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

　

税
金
対
策

部
で
は
、
昨

年
12
月
に
所

得
計
算
書
学

習
会
を
県
下

3
会
場
で
開

催
し
、
こ
の

学
習
会
で
記

帳
の
仕
方
を

学
び
、
そ
れ

を
基
に
決
算

書（
内
訳
書
）・

　

2
0
1
9
年
10
月
1
日

か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

請
負
工
事
は
、
工
事
の

引
き
渡
し
を
行
っ
た
日
の

税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

増
税
実
施
日
の
半
年
前
を

指
定
日
と
し
て
、
そ
の
指

定
日
の
前
日（
3
月
31
日
）

ま
で
に
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
た
工
事
に
か
か
わ

る
消
費
税
は
、
引
き
渡
し

が
増
税
後
で
あ
っ
て
も

8
％
の
ま
ま
で
算
定
で
き

る
特
例
（
経
過
措
置
）
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次世代・後継者の育成を
基本組合と青年部が意見交換

青
年
部

県
下
３
会
場
で
学
習
会

確
定
申
告
へ
向
け
て

消費税が８％のまま
となる特例があります

1
／
19 

次
世
代
対
策
交
流
会

1
／
20 

県
内
交
流
集
会

下関会場には多くの参加者が
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建
設
山
口
が
山
口
県

の
認
可
を
受
け
て
設
置

し
て
い
る
「
山
口
建
設

高
等
職
業
訓
練
校
」
で

は
、「
木
造
建
築
科
」
の

2
0
1
9
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
中
で
す
。

　

組
合
の
運
営
す
る
訓

練
校
の
詳
細
は
次
の
通

り
で
す
。

◆
訓
練
期
間
／
2
年
間

◆
訓
練
日
程
／
月
4
〜

5
回
（
2
0
1
9
年
度

入
学
生
は
毎
週
木
曜
日
）

◆
募
集
対
象
／
建
設（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
働

い
て
い
る
方
で
、
技
能

習
得
に
意
欲
の
あ
る
方
。

将
来
、
2
級
建
築
士
、

木
造
建
築
士
、
技
能
士

の
資
格
を
目
指
さ
れ
る

方
。
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
。
原
則
と
し
て
、
40

歳
未
満
の
方
で
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
ま
た
は

本
人
が
「
一
人
親
方
等

の
特
別
加
入
」
の
労
災

保
険
加
入
者
。

◆
訓
練
科
目
／
建
築
概

論
、
建
築
生
産
概
論
、

建
築
計
画
、
建
築
構
造
、

工
作
法
、
規
矩
術
、
施

工
法
、
安
全
衛
生
、
測
量
、

法
規
、
仕
様
及
び
積
算
、

建
築
製
図
、
基
本
実
技

な
ど

◆
特
典　

①
2
年
間
の

訓
練
を
修
了
し
、
技
能

照
査
に
合
格
し
た
者
は
、

2
級
技
能
検
定
（
建
築

大
工
）
の
学
科
試
験
の

免
除
②
2
級
お
よ
び
木

造
建
築
士
受
験
の
実
務

経
験
短
縮
（
高
卒
の
場

合
）
③
授
業
料
、教
科
書
、

教
材
費
無
料
④
交
通
費

の
一
部
、昼
食
支
給
（
組

合
員
が
対
象
）

◆
締
め
切
り
／
3
月
15

日◆
申
し
込
み
／
建
設
山

口
本
部
ま
た
は
、
各
支

部
に
入
校
申
込
書
が
あ

り
ま
す
。

　

授
業
の
中
で
、
建
築

士
受
験
に
向
け
た
対
策

や
技
能
士
の
実
技
試
験

課
題
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
技
能
・
資
格

習
得
を
目
指
す
若
い
大

工
さ
ん
、
入
校
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
数
多
く
の

修
了
生
が
資
格
を
取
得

さ
れ
、
独
立
さ
れ
て
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

授
業
料
・
教
材
費
等

が
無
料
の
訓
練
校
で
技

能
を
修
得
し
ま
し
ょ
う
。

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
広

島
建
労
に
て
事
前
打
ち
合

わ
せ
で
各
県
連
・
組
合
の

報
告
を
行
い
、
国
税
局
交

渉
の
質
問
・

意
見
等
の
内

容
確
認
を
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら

は
広
島
国
税

局
に
て
交
渉

を
開
始
し
ま

し
た
。

　

所
得
税
、

消
費
税
等
の

い
わ
ゆ
る
プ

レ
プ
リ
ン
ト

に
つ
い
て
、

の
勝
野
書
記

長
か
ら
「
建

設
産
業
を
め

ぐ
る
動
き
と

私
た
ち
の
課

題
」
と
題
し

た
情
勢
報
告

を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、

「
団
塊
世
代

の
リ
タ
イ
ヤ

と
若
年
層
の

入
職
減
少
に

よ
っ
て
、
担

「
税
理
士
を
代
理
人
と
し

て
い
な
い
納
税
者
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
い
な

い
納
税
者
な
ど
に
つ
い
て

も
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

な
い
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
納
税
者
に

対
し
て
は
従
前
ど
お
り
プ

レ
プ
リ
ン
ト
の
事
前
送
付

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
要
請
に
対
し
て
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
告

が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま

た
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
の

観
点
か
ら
プ
レ
プ
リ
ン
ト

に
代
え
て
、
お
知
ら
せ
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
告

　

平
成
31
年
1
月
22
〜
23

日
、
山
口
市
の
「
ホ
テ
ル

か
め
福
」
に
お
い
て
、
第

27
回
中
国
地
方
協
議
会
が

い
手
の
確
保
・
育
成
が
中

長
期
的
に
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
く
る
」。

　

ま
た
、
今
年
4
月
か
ら

建
設
業
に
と
っ
て
大
き
な

動
き
が
始
ま
る
と
し
、「
労

働
基
準
法
の
改
正
」「
外
国

人
労
働
者
の
受
入
拡
大
」

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み

（
技
能
評
価
制
度
）」
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
各
県
連
・
組
合

の
取
組
報
告
や
意
見
交
換

が
あ
り
、
中
国
地
方
協
議

会
風
水
害
見
舞
金
に
つ
い

て
は
、
次
回
改
め
て
協
議

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
5
県
と
全
建
総
連
本

部
併
せ
、
合
計
30
名
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
建
総
連
本
部

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
申
告

書
を
作
成
し
自
宅
等
で
プ

リ
ン
ト
し
た
方
に
つ
い
て

も
翌
年
か
ら
は
プ
レ
プ
リ

ン
ト
で
は
な
く
お
知
ら
せ

ハ
ガ
キ
を
送
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
告
等
の
普
及
状

況
を
踏
ま
え
、
納
税
者
の

利
便
に
も
配
慮
し
つ
つ
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
「
記
帳
の
義
務

化
が
零
細
事
業
者
に
過
度

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、

合
計
で
11
項
目
の
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
請
項
目
と
は

別
に
交
渉
団
か
ら
「
軽
減

税
率
制
度
や
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
、

説
明
会
の
開
催
だ
け
で
な

く
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
説
明
会
の
動
画
の

設
置
を
お
願
い
し
た
い
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
12
月
20
日
、
全
建

総
連
中
国
地
方
協
議
会
の

代
表
18
人
が
広
島
国
税
局

交
渉
を
行
い
、
建
設
山
口

か
ら
は
代
表
3
人
が
参
加

山口建設高等職業訓練校

2019年度　訓練生募集中

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

午後（実技）の授業の様子

年１回の研修会も開催

仲
間
の
現
状
を
訴
え

11
項
目
を
要
請

広
島
国
税
局
交
渉

中国５県連・組合から代表18人が参加

第27回中国地方協議会

担い手の確保・育成が大きな課題

中国５県の代表者が参加

「解体工事業」に関するお知らせ
　これまでは「とび・土工工事業」の許可業者は、解体
工事業（工作物の解体工事の請負）を営むことができま
した。しかし、2016年の建設業法改正により、解体工事
業を営むには、原則として「解体工事業」の許可が必須
（３年間の経過措置有）となりました。
　2019年６月以降も500万円以上の解体工事業を営む場
合は、2019年５月までに「解体工事業」の許可が必要
となります。
　また、500万円未満の解体工事を請け負う場合は、
「土木工事業」「建築工事業」「解体工事業」のいずれ
かの許可、または「解体工事業の登録（建設リサイクル
法）」が必要となります。御注意ください。

※許可申請手続きは、県の監理課ホームページをご覧く
ださい。

山口県　建設業許可 検索

　

平
成
30
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

上
の
家
族
被
保
険
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定

健
診
（
40
歳
以
上
の
被
保

険
者
が
対
象
）
と
一
般
健

診
に
分
か
れ
ま
す
が
、
健

診
内
容
は
同
じ
で
す
。
健

診
内
容
は
、
基
本
健
診
に

加
え
、
大
腸
が
ん
検
診
、

胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
を
セ
ッ
ト
に
し
て
1
万

5
0
0
円
ま
で
中
建
国
保

で
費
用
負
担
し
ま
す
。

　

中
建
国
保

山
口
県
支
部

と
（
公
財
）

山
口
県
予
防

保
健
協
会
で

交
わ
し
て
い

る
健
康
診
査

・
保
健
指
導

委
託
契
約
の

中
に
は
、
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
前
立

腺
が
ん
検
診
（
血
液
検
査・

検
査
料
2
千
円
は
希
望
す

る
受
診
者
負
担
）、
他
の
部

位
の
が
ん
検
診
な
ど
の
項

目
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
診
率
の
目

標
は
実
現
可
能
な
目
標
値

（
特
定
健
診
60
％
、
保
健
指

導
10
％
）
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ

り
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
る
こ
と
が
中
建
国
保
の

健
康
家
庭
祝
金
の
支
給
要

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
健
診
で

「
早
期
に
病
気
が
み
つ

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
の

声
も
多
数
あ
り
ま
す
。
自

分
の
た
め
、
そ
し
て
家
族

の
た
め
に
病
気
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。

　

健
診
事
業
の
詳
細
は
、

お
入
り
の
出
張
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健診 を受けよう
～詳細は各支部まで～

訓練校で技能を修得してみませんか
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登
山
靴

24

久光　義秋（光・大工 69）

冠山（吉和冠山）
（広島県廿日市市）

支部 平成 31 年 1 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 70 0
岩国 1,766 18
宇部 1,652 － 7
小野田 570 － 2
吉南 1,021 14
下松 1,211 66
熊毛南 260 5
下関 1,197 － 29
徳山 754 － 8
豊浦 181 3
長門 179 － 4
萩 201 － 2
光 242 0
防府 956 4
美祢 170 － 2
山口 1,120 31
柳井 431 － 10

計 11,981人 77

春
の
拡
大
月
間
ス
タ
ー
ト

　

西
中
国
山
地
に
は
冠

山
の
名
前
が
付
く
山
が

い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の

中
で
も
旧
吉
和
村
に
そ

び
え
る
冠
山
は
名
峰
だ

と
思
っ
て
い
る
。
姿
も

美
し
く
高
さ
も
あ
り
、

冬
の
積
雪
時
に
は
冬
山

も
楽
し
め
、
春
の
カ
タ

ク
リ
・
梅
雨
前
の
オ
オ

ヤ
マ
レ
ン
ゲ
・
サ
ラ
サ

ド
ウ
ダ
ン
・
マ
イ
ズ
ル

ソ
ウ
・
秋
の
紅
葉
。
季

節
ご
と
に
楽
し
め
る
山

で
冬
か
ら
秋
ま
で
何
回

も
お
世
話
に
な
っ
た
峰

で
す
。

　

登
山
口
は
3
ヶ
所
あ

る
が
寂
地
山
か
ら
の
縦

走
が
好
き
だ
。
30
年
前

に
は
厳
冬
期
に
登
る
と

踏
み
跡
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ

ル
で
苦
労
し
て
山
頂
ま

で
辿
り
つ
い
て
い
た
が
、

近
年
は
天
気
が
良
い
休

日
な
ど
は
カ
ラ
フ
ル
な

山
ウ
ェ
ア
の
団
体
が
固

く
踏
み
し
め
て
い
る
の

で
簡
単
に
登
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
山
頂
で
は

に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が

雪
で
閉
ざ
さ
れ
た
空
間

に
響
い
て
い
る
。
カ
タ

　【
長
門
・
藤
田
裕

政
（
大
工
・
59
）】

長
門
支
部
結
成
60
周

年
記
念
事
業
の
目
玉

と
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
製
作
が
よ
う
や
く

完
成
し
、
昨
年
の
10

月
28
日
、
な
が
と
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
の
会

場
に
て
展
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
門
市
が
進
め
て

い
る
木
育
事
業
に
私

た
ち
組
合
も
賛
同
し
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を

通
し
て
組
合
の
Ｐ
Ｒ

に
も
な
る
と
い
う
も

の
で
、
支
部
役
員
も

こ
の
事
業
の
成
功
を

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
1
月
末
現
在
、
左
表
の

と
お
り
、
1
万
1
9
8
1

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
み
る
と
加
入

者
が
8
6
7
人
、
脱
退
者

が
7
9
0
人
で
、
77
人
の

増
加
と
な
り
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
組
織
は
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

「
数
は
力
」
と
な
り
私
た
ち

の
諸
要
求
実
現
に
向
け
た

運
動
に
お
い
て
、
大
き
く

前
進
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

は
、
組
合
員
さ
ん
の
生
活

を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
3
月

目
指
し
準
備
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早

速
、
各
方
面
か
ら
の
出
展

依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
長
門
お
も
ち
ゃ

美
術
館
か
ら
は
来
月
（
昨

年
の
11
月
）
に
イ
ベ
ン
ト

（
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
ｉ
ｎ
な

が
と
）
が
あ
る
と
の
こ
と

で
出
展
の
お
願
い
を
受
け
、

こ
れ
も
お
も
ち
ゃ
美
術
館

の
方
は
も
と
よ
り
、
市
担

当
課
の
方
か
ら
も
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
子
供

た
ち
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

に
群
が
っ
て
遊
ん
で
い
る

姿
は
一
日
中
眺
め
て
い
て

も
飽
き
な
い
も
の
で
し
た
。

　

遊
具
対
象
年
齢
は
2
歳

か
ら
8
歳
程
度
と
し
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
は
も
と
よ
り
、

保
育
園
や
小
学
校
へ
の
出

前
講
座
と
し
て
も
考
え
て

い
ま
す
。

か
ら
6
月
を
「
春
の
拡
大

月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

周
り
に
未
加
入
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
組
合
の

メ
リ
ッ
ト
（
中
建
国
保
・

ク
リ
や
オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
ゲ
の
咲

く
頃
は
登
山
者

の
多
さ
に
戸
惑

う
。

　

40
年
程
前
に

南
西
側
の
ブ
ナ

林
に
あ
る
杉
を

伐
採
し
、
潅
木

し
か
残
っ
て
い

な
か
っ
た
場
所

に
オ
オ
ヤ
マ
レ

雪の冠山山頂（1990年３月初旬）

県産材のヒノキを使用した木製のジャングルジム

6
月
に
は
初
孫
誕
生

　

下
松　

浦
野　

敬
治

（
内　

装
）

　

仕
事
の
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
、
健
康
に
留
意
し
な

が
ら
、
今
年
も
亥
（
い
）

〜
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

6
月
に
は
初
孫
誕
生
。

敬
爺
は
頑
張
る
ぞ
。

新
年
号
は
何
に

　

下
関　

藤
井　

志
生

（
配　

管
）

　

新
年
号
は
何
に
な
る
の

か
な
。
屋
外
の
仕
事
な
の

で
寒
さ
が
体
に
こ
た
え
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

手
洗
い
を
し
っ
か
り

　

山
口　

原
田　

美
恵

（
主　

婦
）

　

寒
く
な
っ
て
体
調
を
崩

し
や
す
く
な
る
た
め
、
手

洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か

り
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

亥
年
の
年
男

富
士
山
登
頂
が
目
標

　

岩
国　

伊
藤　

和
樹

（
造　

園
）

　

頂
上
か
ら
の
景
色
に
魅

せ
ら
れ
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ

た
登
山
。
今
年
は
富
士
山

登
頂
が
目
標
。

　

亥
年
の
年
男
な
の
で
仕

事
も
趣
味
も
猪
突
猛
進
で

頑
張
り
た
い
で
す
。
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長
門
支
部
結
成
60
年
記
念
事
業

ン
ゲ
が
育
ち
綺
麗
な
花

が
見
ら
れ
た
が
、
周
り

木
が
高
く
な
り
成
長
が

阻
害
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
見
学
者
が

根
を
踏
み
、
枯
れ
て
い

る
木
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

近
年
は
ス
マ
ホ
の
普

及
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
噂
に
な

る
と
、
ど
っ
と
人
が
集

ま
り
弊
害
も
起
き
、
便

利
さ
と
環
境
悪
化
は
つ

き
ま
わ
る
。
そ
れ
で
も

西
中
国
山
地
の
ブ
ナ
林

に
分
け
入
る
と
森
林
浴

の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、

心
身
と
も
癒
し
て
く
れ

る
大
事
な
場
所
で
あ
る
。

　

将
来
に
残
す
財
産
だ

と
私
は
強
く
確
信
し
、

今
年
も
登
る
で
あ
ろ
う
。

組
立
か
ら
魅
せ
る

　
　
　
木
製
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

今
年
の
暖
冬
で

外
の
仕
事
も
助
か
り
ま
す

　

吉
南　

藤
井　

光
子

（
板
金
手
伝
い
）

　

今
年
は
暖
か
い
の
で
、

主
人
の
手
伝
い
で
外
で
の

仕
事
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
ま
だ
、
こ
れ
か
ら

寒
さ
が
増
す
と
思
い
ま
す

が
、
毎
日
頑
張
り
ま
す
。

年
1
回
の
楽
し
み

　

宇
部　

藤
田　

拓
治

（
設　

備
）

　

中
建
国
保
の
保
養
施
設

の
助
成
を
利
用
し
、
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
1
回
の
旅

行
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
怪
我
な
く
す
ご

せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

申
告
学
習
会
に
参
加

　

下
関　

石
井　

雅
彦

（
電　

工
）

　

今
年
も
申
告
学
習
会
に

参
加
し
ま
す
。

　

新
し
い
情
報
や
説
明
な

ど
も
聞
け
る
の
で
助
か
り

ま
す
。

毎
日
を
積
極
的
に

　

防
府　

藤
本　

太
一

（
事　

務
）

　

就
職
し
て
も
う
す
ぐ
2

年
に
な
り
ま
す
。
や
っ
と

仕
事
と
自
分
の
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
分

か
っ
て
き
た
よ
う
な
。

　

毎
日
を
積
極
的
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

労
災
保
険
・
税
金
相
談
・

各
種
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。
組
織
拡
大
に
向

け
た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
最
後
の

機
関
紙
に
よ
せ
て

　【
教
宣
部
長
・
熊
谷
龍

夫
】
平
成
最
後
の
機
関

紙
「
や
ま
ぐ
ち
」
で
す
。

平
成
が
終
わ
り
を
告
げ
、

新
し
い
年
号
と
な
り
ま

す
。

　

私
が
建
設
山
口
に

入
っ
た
の
は
昭
和
63
年

9
月
で
す
の
で
、
平
成

を
建
設
山
口
と
過
ご
し

て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
の
建
設
山
口
の

歴
史
を
大
ま
か
に
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
平

成
4
年
に
新
本
部
会
館

が
完
成
し
、
現
在
の
場

所
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
20
年
に
は
全
建
総
連

第
40
回
定
期
大
会
を
山

口
で
開
催
。
平
成
21
年

に
は
防
府
豪
雨
災
害
で

号
外
を
発
行
。
同
年
、

下
関
支
部
の
田
村
さ
ん

が
全
建
総
連
中
央
執
行

委
員
長
就
任
。
平
成
27

年
建
設
山
口
50
周
年
記

念
を
迎
え
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
も
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
さ
ん
に
も
こ
の
31

年
い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
の
時
代
が
終
わ

り
を
告
げ
ま
す
が
、
新

元
号
と
と
も
に
建
設
山

口
は
更
な
る
発
展
を
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

機
関
紙
「
や
ま
ぐ
ち
」

は
、
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
情
報
を
多
く
の
組
合

員
さ
ん
に
知
ら
せ
、
組

合
と
組
合
員
さ
ん
を
結

ぶ
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
き
ま
す
。

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

健
康
第
一
で
生
涯
現
役

チームの仲間と

　【
長
門
・
川
村
夕
佳
（
建

具
・
61
）】
私
は
若
い
頃
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

ゴ
ル
フ
等
、
な
ん
で
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
は
選
手
・
監
督
と

現
役
で
30
年
以
上
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
西
京
ス

タ
ジ
ア
ム
で
シ
ニ
ア
の
県

体
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

長
門
地
区
の
試
合
（
6
試

合
）
全
て
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
お
し
く
も
全
て
初

戦
敗
退
。
そ
の
後
の
反
省

会
（
飲
み
会
）
に
は
全
て

レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
市
の
野
球
連
盟

の
審
判
長
を
務
め
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
は
地
元
の
シ
ニ

ア
チ
ー
ム
で
練
習
し
、
県

リ
ー
グ
Ａ
級
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

健
康
第
一
で
生
涯
現
役
、

80
歳
で
20
㎞
走
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
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岩国　山本　英治
（塗装・74）

叡
智
を
絞
り

前
へ
出
る
年
へ

山本さん

　昨年は地震、各地へのと
てつもないゲリラ豪雨災害の
当たり年。幸いに建設山口ボラ
ンティアチームは大変お褒めの評
価をいただいたようである。
　しかし、被災された地域は平常の生
活には程遠いようである。それぞれの
自治体には金銭的な苦渋もあり、12
月議会において予備費を全額補正して
も、間に合わず、政府からの支援も掛
け声ほどにもなく、岩国市においては
未だ調査すらできていないところもあ
り、なかなか辛い思いをし、大変なよ
うである。
　さらに今年の景気情報を複数の経済

評論家たちの見通しを聞いて
みると、これはこれでとても
厳しい評価が続出する。本当に景

気が良くなるのは早くても２年後の
後半くらいから少々とのことである。
　しかし、上記のことに弱音を吐か
ず、私ども組合員のために社会的地位
なり、日常生活をどのようにレベル
アップできるのでしょうか。今年こそ
叡智を絞り前に出る年にしたいもので
すね。
　亥の年にあやかり、猪突猛進の如く
いきたいものですね。
　ちょっと難しいかな。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
パ
ン
ダ
の
大
好
物
は
竹

と
？

③
水
道
か
ら
水
が
出
な
い

こ
と
。

⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
不
正

侵
入
者
。

⑧
俳
句
の
中
に
よ
み
こ
ま

れ
る
も
の
。

⑨
「
薬
局
」
を
単
純
に
言

う
と
？

⑪
土
地
を
持
っ
て
い
る
人
。

⑬
手
続
き
な
し
で
直
接
訴

え
る
。

⑮
刑
務
所
の
犯
罪
人
見
張

り
役
で
す
。

⑰
苦
し
い
時
の
○
○
だ
の

み
。

⑱
三
蔵
法
師
の
旅
の
到
着

地
。

⑳
給
油
所
、
○
○
○
○
ス

タ
ン
ド
。

㉑
未
婚
女
性
の
こ
と
。
ミ

ス
タ
ー
↑
↓
○
○

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
ご
く
普
通
、
日
常
○
○

○
○
。

②
刑
事
は
デ
カ
、
で
は
警

察
は
？

③
十
二
個
を
一
組
に
す
る

単
位
。

④
す
き
身
に
し
た
牛
肉
に

豆
腐
・
野
菜
を
添
え
、

煮
な
が
ら
食
べ
ま
す
。

⑤
黒
と
白
の
石
を
盤
上
で

打
つ
。

⑦
物
事
の
中
心
。
事
件
の

○
○
○
○
に
ふ
れ
る
。

⑩
利
益
、
も
う
け
た
お
金

の
こ
と
。

⑫
糠
に
塩
・
水
を
加
え
、

混
ぜ
合
わ
せ
て
発
行
さ

せ
た
も
の
。
こ
れ
を
お

け
な
ど
に
入
れ
て
野
菜

を
つ
け
る
。

⑭
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
よ
り
も

短
い
。

⑯
も
の
を
見
る
立
場
。
観

点
。

⑰
○
○
百
万
石
の
城
下
町
。

⑲
目
立
た
な
い
こ
と
。
派

手
↑
↓
○
○

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
4
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

作・斉藤達夫

春は
  パステルカラー

い
け
ん
わ

メ
ガ
ネ
が

だ
い
ぶ
曇
っ
と
る

レ
ン
ズ
が

汚
れ
て
た
の
ね

何
だ
か

モ
ヤ
ー
と

ぼ
や
け
て
見
え
る
の
う

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
？

ポ
カ
ポ
カ
陽
気

春
ら
し
く

な
っ
た
わ
ね

日
中
は

も
う

汗
ば
む
く
ら
い

春
と
い
え
ば

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の

「
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
」

組
合
員
カ
ー
ド
を
お
得
に
利
用

　【
下
関
・
金
子
浩
一
（
左

官
・
57
）】
建
設
山
口
組
合

員
カ
ー
ド
が
使
え
る
お
店

を
紹
介
し
ま
す
。

　

県
内
の
シ
ダ
ッ
ク
ス
は

す
べ
て
使
え
ま
す
。
入
室

時
、
カ
ー
ド
を
フ
ロ
ン
ト

に
て
ご
呈
示
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
オ
ケ
は
勿
論
の
こ
と
、

シ
ダ
ッ
ク
ス
で
は
自
慢
の

お
料
理
付
・
飲
み
放
題
付

で
2
〜
3
時
間
の
パ
ー

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
を
各
種
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
1
次

会
と
2
次
会
が
セ
ッ
ト
で

で
き
、
大
変
お
得
で
す
。

親
睦
会
等
の
各
種
宴
会
を

お
考
え
の
際
は
、
ぜ
ひ
当

店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
人

数
で
利
用
で
き
る
パ
ー

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
完
備
し

て
お
り
ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

特
典
内
容

①
Ａ
コ
ー
ス
：
ド
リ
ン
ク

人
数
分
サ
ー
ビ
ス
（
専

用
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
メ

大人数で利用できるパーティールーム

　平成20年にスタートした組織内共済（500円玉共済）は、現在
15 支部が取り組んでいます。この間、本部・支部には多くの喜
びの声が届いています。
　給付の種類は傷病見舞金（入院・通院）、死亡見舞金（本人、
家族）、出生祝金、結婚祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金が
あります。

　この共済は、「組合員同士の助け合い」を原点にスタートした
もので、今後組合の大きな柱として期待できるものです。
　給付対象の方がおられましたら、申請書類は所属の支部にあ
りますので、手続きを忘れないよう、お願いいたします。
　なお、組織内共済制度についての詳細につきましては、本部
又は所属の支部までお問い合せをお願いいたします。

組織内共済
手続きを忘れずに

ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
）

　

Ｂ
コ
ー
ス
：
ル
ー
ム
料

金
30
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

　

※
Ａ
コ
ー
ス
ま
た
は
Ｂ

コ
ー
ス
ど
ち
ら
か
お
選

び
く
だ
さ
い

②
パ
ー
テ
ィ
ー
コ
ー
ス
：

パ
ッ
ク
料
金
5
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
③
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
：
記
念
日
に
ご
来

店
さ
れ
た
お
客
様
に
は
、

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ

（
ワ
ン
ホ
ー
ル
）
と
シ
ャ

ン
メ
リ
ー
ま
た
は
ボ
ト

ル
ワ
イ
ン
を
1
本
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
3
日
前
ま
で

に
要
予
約
）

 

竹崎公園

号線

号線

下関第一ビル

ハローデイ

シダックス下関豊前田クラブ  

（三角公園）

海峡ゆめタワー前店
セブンイレブン

大歳神社

海峡ゆめタワー

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
289
号
解
答
◇

　

ユ
キ
ガ
ツ
セ
ン

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
安
田

利
浩
・
宗
野
秀
治
【
宇
部
】

津
田
守
正
・
岩
本
真
一【
吉

南
】
加
藤
淳
子
【
熊
毛
南
】

牛
嶋
章
博
【
豊
浦
】
加
藤

美
鈴
【
下
関
】
秋
里
は
な

花
【
防
府
】
大
門
繁
【
山

口
】
児
玉
奏
太

（
応
募
総
数
77
）

投
稿
記
事
募
集
中

　
「
愛
〇
」
愛
車
、
愛
妻
、

愛
娘
、
愛
犬
・
・
・
。
皆

さ
ん
の
「
愛
○
」
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
お
気

に
入
り
の
場
所
」
ご
自
分

の
お
気
に
入
り
、
お
す
す

め
の
場
所
に
つ
い
て
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
写
真
を

建
設
山
口
教
宣
部
ま
で
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。


